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【平成２９年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

○ A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

 A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 C 
当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

量子コンピュータの実現については世界的に関心も高く、実現を左右する量子状態の制御と観測、巨

視的集団励起モードの転写などの量子情報科学の進歩が期待されている。本研究は研究代表者らが確立

してきた超伝導量子回路技術を駆使して量子状態の生成・観測・状態制御を実現し、さらにマグノンと

光の相互作用についても詳細に研究した結果、共振器オプトマグノニクスという新分野を開拓して国際

的にも高く評価されている。当初計画以上の成果が得られつつあると言える。また、成果の公表は、国

際学術雑誌論文、国内外の招待講演、解説論文など質量ともに十分である。また、Web 記事、マスコ

ミでの発表など一般人に対する情報発信も優れている。 

 


